
（    ）18新　医　療　2023年2月号

医療ソリューション・プロバイダーらに向け、
アーキテクチャをテーマにセミナーを開催し
医療・介護・健康分野のIT化推進を目指す

インターシステムズジャパンは、2022年11月30日、
「第2回 InterSystems 医療×ITセミナー ソリュー
ション開発編Ⅰ」をオンライン上で開催した。同セミ
ナーでは、医療IT推進の具体策を議論してきたが、
今回は医療ソリューション・サービスプロバイダー向
けに医療システム開発、特にそのアーキテクチャの
あるべき姿について、漆原 茂氏（ウルシステムズ／
ULSグループ／アークウェイ）と飯田征昌氏（蒲郡
市民病院）らが講演を行った。ここに、同セミナー
の講演内容を紹介する。
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漆原 茂氏

　

こ
れ
か
ら
の
医
療
・
介
護
・
健
康
分
野
の
Ｉ

Ｔ
化
は
、
病
院
内
に
閉
じ
た
従
来
の
医
療
情
報

シ
ス
テ
ム
だ
け
で
は
不
十
分
で
す
。
病
院
に
依

存
し
な
い
個
人
の
パ
ー
ソ
ナ
ル
ヘ
ル
ス
レ
コ
ー

ド
（
Ｐ
Ｈ
Ｒ
）
や
、
そ
の
Ｐ
Ｈ
Ｒ
を
国
民
全
体

が
利
活
用
で
き
る
情
報
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の

構
築
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
病
院
側
か
ら
も

新
た
な
ニ
ー
ズ
が
産
ま
れ
て
い
ま
す
。
地
域
の

関
係
医
療
機
関
や
自
治
体
に
も
情
報
提
供
で
き

る
２
次
利
用
も
含
め
た
外
部
連
携
が
期
待
さ
れ

て
い
る
の
で
す
。

　

個
々
の
病
院
に
最
適
化
し
た
シ
ス
テ
ム
で
は

な
く
、
病
院
間
の
連
携
や
地
域
医
療
な
ど
将
来

を
俯
瞰
し
た「
全
体
の
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
設
計
」

が
不
可
欠
な
の
で
す
。

　

医
療
Ｉ
Ｔ
の
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
と
い
っ
て
も

様
々
で
す
。
医
療
従
事
者
の
仕
事
を
支
え
る
業

務
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
、
そ
れ
を
Ｉ
Ｔ
と
し
て
実

現
す
る
シ
ス
テ
ム
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
、
実
装
に

必
要
な
技
術
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
、
そ
し
て
そ
れ

ら
を
実
現
す
る
チ
ー
ム
に
欠
か
せ
な
い
組
織
ア

ー
キ
テ
ク
チ
ャ
な
ど
で
す
。
こ
れ
ら
を
統
括
し

た
全
体
の
デ
ザ
イ
ン
を
行
い
、
あ
る
べ
き
正
し

い
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
の
設
計
・
構
築
に
取
り
組

む
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
す
ま
す
複
雑
化
・
大

規
模
化
し
て
い
く
医
療
情
報
シ
ス
テ
ム
に
お
い

て
特
に
重
要
な
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
設
計
の
ポ
イ

ン
ト
を
３
つ
に
絞
っ
て
明
し
ま
す
（
図
１
）。

　

ま
ず
１
つ
目
は
、
シ
ス
テ
ム
の
中
核
の
デ
ー

タ
の
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
で
す
。
医
療
の
世
界
は

定
型
業
務
か
ら
シ
ス
テ
ム
化
が
進
ん
だ
た
め
リ

レ
ー
シ
ョ
ナ
ル
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
管
理
シ
ス
テ
ム

（
以
下
Ｒ
Ｄ
Ｂ
Ｍ
Ｓ
）
が
主
に
採
用
さ
れ
て
き

ま
し
た
。
し
か
し
、
Ｒ
Ｄ
Ｂ
Ｍ
Ｓ
で
は
柔
軟
な

非
定
型
デ
ー
タ
に
対
応
で
き
ま
せ
ん
。
次
世
代

の
デ
ー
タ
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
は
、
多
様
な
デ
ー

タ
を
柔
軟
に
統
合
し
て
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
連
携

す
る
基
盤
が
必
要
で
す
。
Ｒ
Ｄ
Ｂ
Ｍ
Ｓ
だ
け
で

な
く
、
非
定
型
デ
ー
タ
も
含
め
た
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
な
Ｄ
Ｂ
エ
ン
ジ
ン
が
必
要
で
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
企
業
と
し
て
有
名
な
メ
タ

社
（
旧
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
）
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が

参
考
に
な
り
そ
う
で
す
。
メ
タ
社
は
、
最
初
は

N
oSQ
L

エ
ン
ジ
ン
を
使
い
始
め
、
徐
々
に
進

ウ
ル
シ
ス
テ
ム
ズ
株
式
会
社 

代
表
取
締
役
会
長
／
Ｕ
Ｌ
Ｓ
グ
ル
ー
プ
株
式
会
社 

代
表
取
締
役

社
長
／
株
式
会
社
ア
ー
ク
ウ
ェ
イ 

代
表
取
締
役
社
長

漆
原
　
茂
氏　

第2回  InterSystems 医療×ITセミナー ソリューション開発編 I

セミナー冒頭、挨拶するインターシステムズジャパン カントリーマネー
ジャーの林 雅音氏。

こ
れ
か
ら
の
医
療
情
報
シ
ス
テ
ム
の
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
を
考
え
る

（うるしばら　しげる）

①
デ
ー
タ
の
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
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蒲
郡
市
民
病
院
は
市
内
一
般
病
床
数
の
87
％

を
占
め
る
唯
一
の
基
幹
病
院
で
す
。
当
院
で
は
、

城 

卓
志
Ｃ
Ｅ
Ｏ
が
中
期
目
標
と
し
て
掲
げ
た

「
大
学
病
院
に
遜
色
の
な
い
医
療
の
提
供
」「
全

国
に
先
駆
け
た
地
域
包
括
医
療
シ
ス
テ
ム
の
構

築
」
を
実
現
す
る
た
め
、
２
０
２
２
年
度
よ
り

病
院
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
・
広
報
に
関
わ
る
部
門
を
集
約

し
て
病
院
長
直
轄
の
デ
ジ
タ
ル
医
療
推
進
室
を

発
足
さ
せ
て
お
り
、
病
院
の
機
能
強
化
の
コ
ン

セ
プ
ト
と
し
て
は
病
院
と
先
進
企
業
と
の
連

携
・
交
流
や
、
医
療
Ｄ
Ｘ
を
推
進
し
て
診
療
・

治
療
、
経
営
モ
デ
ル
の
変
革
等
が
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
、
当
院
で
は
、
名
古
屋
市
立
大
学
と
の

包
括
連
携
協
定
に
基
づ
い
て
デ
ー
タ
集
約
と
永

続
性
担
保
に
優
れ
た
Ｄ
Ｂ
を
有
す
る
電
子
カ
ル

テ
シ
ス
テ
ム
（
Ｅ
Ｍ
Ｒ
）「N

eoChart

」
の
導

入
を
２
０
１
９
年
11
月
に
決
定
し
、
２
０
２
１

年
５
月
よ
り
稼
働
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

　

Ｅ
Ｍ
Ｒ
「N

eoChart

」
は
、あ
ら
ゆ
る
診
療

デ
ー
タ
を
Ｘ
Ｍ
Ｌ
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
形
式
で
保
存

す
る
こ
と
か
ら
、Ｄ
Ｂ
と
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

依
存
性
を
切
り
離
し
て
い
る
と
い
う
特
徴
が
あ

り
ま
す
。こ
の
特
徴
を
生
か
し
、Ｅ
Ｍ
Ｒ
の
Ｄ
Ｂ

を
診
療
情
報
の
集
約
と
永
続
性
担
保
の
基
盤
と

し
て
い
ま
す
。そ
の
上
で
、多
数
の
シ
ス
テ
ム
を

Ｓ
Ｏ
Ａ（Service Oriented A

rchitecture

）

で
効
率
的
に
連
携
さ
せ
て
デ
ー
タ
を
集
約
し
、

さ
ら
に
そ
こ
か
ら
、
集
ま
っ
た
デ
ー
タ
を
迅
速

に
利
活
用
で
き
る
よ
う
、
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
指
向

Ｄ
Ｂ
の
弱
点
を
補
完
す
る
独
自
の
技
術
実
装
に

よ
っ
て
、高
速
・
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
の
デ
ー
タ
利

活
用
を
実
現
し
ま
し
た
。さ
ら
に
、そ
の
利
活
用

の
ア
プ
ロ
ー
チ
自
体
を
ど
の
よ
う
に
可
視
化
す

る
か
と
い
っ
た
取
り
組
み
も
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

具
体
的
な
取
り
組
み
と
し
て
は
、
部
門
シ
ス

テ
ム
で
作
成
さ
れ
た
レ
ポ
ー
ト
の
内
容
を
そ
の

ま
ま
Ｅ
Ｍ
Ｒ
上
に
格
納
す
る
診
療
記
録
デ
ー
タ

の
完
全
連
携
や
、
無
線
通
信
機
能
付
き
身
長
・

体
重
計
の
Ｉ
о
Ｔ
化
ア
プ
ロ
ー
チ
な
ど
を
実
現

し
ま
し
た
。
ま
た
、
Ｄ
Ｂ
エ
ン
ジ
ン
で
あ
る

「InterSystem
s Caché

」
の
プ
ロ
グ
ラ
マ
ブ

ル
な
機
能
を
活
用
し
た
処
理
体
制
を
構
築
し
、

元
デ
ー
タ
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
最
小
粒
度
に
分

解
、
そ
し
て
格
納
し
、
さ
ら
に
そ
れ
を
Ｄ
Ｗ
Ｈ

デ
ー
タ
ソ
ー
ス
と
し
て
利
用
で
き
る
仕
組
み
を

開
発
し
ま
し
た
。
同
一
の
デ
ー
タ
を
扱
い
な
が

化
さ
せ
て
Ｒ
Ｄ
Ｂ
Ｍ
Ｓ
と
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
型

の
エ
ン
ジ
ンZippyD

B

を
構
築
し
ま
し
た
。

　

一
方
、
医
療
Ｉ
Ｔ
は
真
逆
の
道
を
歩
み
そ
う

で
す
。
Ｒ
Ｄ
Ｂ
Ｍ
Ｓ
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
て

N
oSQ

L

的
な
非
定
型
デ
ー
タ
を
扱
う
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
エ
ン
ジ
ン
を
構
築
し
て
い
く
動
き
と
な

り
ま
す
。

　

２
つ
目
は
、
サ
ー
ビ
ス
の
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ

で
す
。
病
院
業
務
に
は
非
常
に
多
く
の
ア
プ
リ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
関
わ
り
ま
す
。
中
心
と
な
る
Ｄ

Ｂ
エ
ン
ジ
ン
に
数
十
以
上
の
シ
ス
テ
ム
が
連
携

し
ま
す
。

　

そ
こ
で
重
要
に
な
る
の
が
独
立
し
た
サ
ー
ビ

ス
の
設
計
で
す
。
標
準
Ａ
Ｐ
Ｉ
を
採
用
し
、
マ

イ
ク
ロ
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン

同
士
が
疎
結
合
で
連
携
し
て
い
る
シ
ス
テ
ム
構

成
が
、
今
後
の
あ
る
べ
き
姿
と
な
り
ま
す
。
マ

イ
ク
ロ
サ
ー
ビ
ス
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
で
あ
れ
ば
、

様
々
な
非
機
能
要
件
も
個
別
に
カ
バ
ー
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
し
、
院
内
外
の
シ
ス
テ
ム
連
携

も
疎
結
合
で
実
現
で
き
ま
す
。
将
来
の
変
更
も

柔
軟
に
対
応
で
き
ま
す
。

　

３
つ
目
は
、
こ
れ
ら
を
実
現
す
る
た
め
に
欠

か
せ
な
い
組
織
の
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
で
す
。
次

世
代
シ
ス
テ
ム
を
ア
ジ
ャ
イ
ル
に
開
発
し
て
い

く
た
め
に
は
、
一
丸
と
な
っ
た
優
秀
な
チ
ー
ム

作
り
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

サ
ー
ビ
ス
開
発
と
同
様
、
プ
ロ
ダ
ク
ト
マ
ネ
ー

ジ
ャ
中
心
の
チ
ー
ム
を
作
り
、
予
算
と
権
限
を

与
え
ま
し
ょ
う
。
ベ
ン
ダ
ー
に
丸
投
げ
す
る
の

で
は
な
く
、
適
切
な
開
発
規
模
に
分
割
し
、
正

し
い
メ
ン
バ
ー
や
ツ
ー
ル
を
揃
え
る
こ
と
が
成

功
の
条
件
で
す
。
病
院
が
中
心
と
な
っ
て
５
年

先
を
見
据
え
た
長
い
目
で
チ
ー
ム
を
院
内
に
育

成
し
ま
し
ょ
う
。
現
状
は
ま
だ
ま
だ
医
療
側
と

ベ
ン
ダ
ー
側
に
溝
が
あ
る
よ
う
で
す
。
両
者
の

正
し
い
協
調
関
係
を
構
築
し
直
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
公
共
的
な
施
策
も
重
要
で
す
。
国
と
し

て
の
共
通
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
Ｏ
Ｓ
Ｓ
化
で

き
る
と
良
い
と
思
い
ま
す
。
次
世
代
医
療
の
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
構
築
は
決
し
て
夢
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　

こ
の
業
界
を
挙
げ
て
、
患
者
や
国
民
、
医
療

従
事
者
ら
一
人
ひ
と
り
に
寄
り
添
っ
た
、
新
し

い
時
代
の
医
療
情
報
シ
ス
テ
ム
が
生
ま
れ
て
く

る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

蒲
郡
市
民
病
院 

デ
ジ
タ
ル
医
療
推
進
室 

デ
ジ
タ
ル
化
推
進
監
／
一
般
社
団
法
人
Ｓ
Ｄ
Ｍ
コ
ン

ソ
ー
シ
ア
ム 

理
事
／
上
級
医
療
情
報
技
師
（
日
本
医
療
情
報
学
会
）

飯
田
征
昌
氏　

病
院
に
お
け
る
病
院
主
導
の
Ｄ
Ｘ
推
進
を
目
指
し
て

〜
全
体
最
適
を
実
現
す
る
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
の
模
索
と
展
望

図1　医療情報システム構築に重要な３つのアーキテクチャ

飯田征昌氏
（いいだ　まさよし）

②
サ
ー
ビ
ス
の
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ

③
組
織
の
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
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ら
も
、
保
存
や
利
用
の
目
的
と
構
造
か
ら
生
じ

る
特
性
を
見
極
め
な
が
ら
組
み
合
わ
せ
る
ア
ー

キ
テ
ク
チ
ャ
を
実
現
し
た
の
で
す
。

　

ま
た
、
ベ
ン
ダ
ー
フ
リ
ー
か
つ
多
施
設
で
共

有
可
能
な
デ
ー
タ
モ
デ
ル
を
採
用
し
ま
し
た
。

医
療
Ｄ
Ｗ
Ｈ
の
項
目
・
定
義
の
共
通
化
・
共
有

の
取
り
組
み
で
あ
る
Ｓ
Ｄ
Ｍ
（Sem

antic 
D

ata M
odeling

）
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
の
規
格

に
準
拠
し
た
Ｓ
Ｑ
Ｌ
ビ
ュ
ー
を
生
成
し
、
デ
ー

タ
ソ
ー
ス
の
統
一
に
よ
る
合
理
化
を
促
進
す
る

こ
と
で
、
今
後
、
抽
出
や
分
析
の
結
果
だ
け
で

な
く
、
そ
の
プ
ロ
セ
ス
や
ス
キ
ル
も
様
々
な
形

で
共
有
で
き
る
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。
さ
ら

に
、
ベ
ン
ダ
ー
の
移
行
に
お
い
て
も
、
関
係
デ

ー
タ
の
構
造
・
内
容
を
Ｘ
Ｍ
Ｌ
に
表
現
す
れ
ば
、

ど
ん
な
シ
ス
テ
ム
の
デ
ー
タ
も
ア
ー
カ
イ
ブ
可

能
で
あ
る
点
も
メ
リ
ッ
ト
の
高
い
仕
組
み
で
あ

る
と
言
え
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
Ｈ
Ｉ
Ｓ
・
Ｅ
Ｍ

Ｒ
に
有
す
る
情
報
基
盤
と
し
て
の
キ
ー
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
部
分
を
、
自
ら
の
課
題
と
し
て
改
善
し

続
け
て
き
た
か
ら
こ
そ
得
ら
れ
た
成
果
だ
と
自

負
し
て
い
ま
す
（
図
１
）。

　

当
院
で
は
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
、
誰

で
も
デ
ー
タ
抽
出
可
能
な
Ｄ
Ｗ
Ｈ
ア
プ
リ
ケ
ー

シ
ョ
ン
導
入
を
実
現
し
ま
し
た
。
Ｄ
Ｗ
Ｈ
の
活

用
に
よ
り
、
１
時
間
に
１
度
、
電
子
カ
ル
テ
内

の
デ
ー
タ
を
自
動
取
得
・
更
新
す
る
こ
と
で
、

病
院
運
営
の
現
況
と
し
て
入
院
状
況
や
入
院
患

者
の
重
症
度
、
医
療
・
看
護
必
要
度
を
可
視
化

す
る
機
能
を
搭
載
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
リ

ア
ル
タ
イ
ム
デ
ー
タ
を
用
い
た
病
院
経
営
ダ
ッ

シ
ュ
ボ
ー
ド
を
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
企
業
と
共

同
開
発
中
で
す
。
今
後
は
、
Ｈ
Ｉ
Ｓ
外
の
デ
ー

タ
も
一
元
的
に
集
約
・
可
視
化
で
き
れ
ば
、
さ

ら
に
運
営
・
経
営
状
態
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
・
評
価
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る

で
し
ょ
う
。

　

当
院
の
城
Ｃ
Ｅ
Ｏ
は
、
〟「N

eoChart

」
の

デ
ー
タ
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
は
、
夢
の
実
現
に
寄

与
す
る
〝
と
語
っ
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
Ｅ
Ｈ

Ｒ
／
Ｐ
Ｈ
Ｒ
の
双
方
向
連
携
を
通
じ
た
蒲
郡
市

全
体
の
仮
想
病
院
化
構
想
を
は
じ
め
、
行
政
と

病
院
の
集
約
的
な
医
療
デ
ー
タ
活
用
、
隣
接
す

る
地
方
基
幹
病
院
や
大
学
病
院
群
と
の
シ
ス
テ

ム
／
デ
ー
タ
連
携
な
ど
、
蒲
郡
市
民
病
院
な
ら

で
は
の
医
療
Ｄ
Ｘ
を
推
進
し
た
い
考
え
で
す
。

図1　データの利活用を実現するEMRの実現イメージ
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は
、
多
種
多
様
な
機
能
群
を
単
一

の
デ
ー
タ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
製
品
で
提
供
す

る
も
の
で
、
そ
の
中
心
と
な
る
機
能
は
、
イ
ン

タ
ー
オ
ペ
ラ
ビ
リ
テ
ィ
と
マ
ル
チ
デ
ー
タ
モ
デ

ル
、
分
析
機
能
で
す
。
こ
れ
ら
以
外
に
も
様
々

な
機
能
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
シ
ス

テ
ム
ズ
の
製
品
は
、Interoperable

（
相
互

運
用
性
）、Reliable

（
信
頼
性
）、Intuitive

（
直

観
性
）、Scalable

（
拡
張
性
）
の
４
原
則
に

基
づ
い
て
開
発
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
４
つ
の
頭

文
字
を
採
っ
て
、「IRIS

」
と
名
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
本
講
演
で
は
、
マ
ル
チ
デ
ー
タ
モ
デ

ル
を
実
現
し
て
い
る
デ
ー
タ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
と
イ
ン
タ
ー
オ
ペ
ラ
ビ
リ
テ
ィ
機
能
に
つ
い

て
紹
介
し
ま
す
。

　

デ
ー
タ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
は
、「
豊
富

な
デ
ー
タ
を
生
か
し
た
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ト
な

ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
作
成
す
る
た
め
の
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
シ
ス
テ
ム
」
で
す
。
そ
の
た
め
に
必

要
な
様
々
な
機
能
を
そ
れ
ぞ
れ
単
一
製
品
と
し

て
提
供
し
て
お
り
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
エ
ン
ジ
ニ

ア
が
課
題
解
決
に
注
力
で
き
る
よ
う
に
し
た
も

の
が
「IRIS

」
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で
す
。

堀
田 

稔
氏　
「IRIS

」
の
イ
ン
タ
ー
オ
ペ
ラ
ビ

リ
テ
ィ
機
能
（
相
互
運
用
機
能
）
は
、
シ
ス
テ

ム
の
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
に
関
し
て
、
複
雑
で
高

度
な
シ
ス
テ
ム
間
連
携
を
効
率
的
か
つ
継
続
的

に
維
持
可
能
な
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
の
実
現
を
サ

ポ
ー
ト
し
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
オ
ペ
ラ
ビ
リ
テ
ィ

機
能
に
は
、
以
下
に
述
べ
る
と
お
り
４
つ
の
特

徴
が
あ
り
ま
す
。

　

１
つ
目
は
、
バ
ス
型
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
の
実

現
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
多
く
の
シ
ス
テ
ム
連

携
を
効
率
的
か
つ
ス
ム
ー
ズ
に
行
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。
2
つ
目
は
、
永
続
的
メ
ッ
セ
ー
ジ
で

す
。「IRIS

」
で
は
、
連
携
デ
ー
タ
を
メ
ッ
セ

ー
ジ
と
し
て
扱
い
、
高
速
な
デ
ー
タ
エ
ン
ジ
ン

に
永
続
化
す
る
と
い
う
特
徴
が
あ
り
、
耐
障
害

性
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
流
れ
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に

ト
レ
ー
ス
可
能
な
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
を
有
し

て
い
ま
す
。
3
つ
目
の
特
徴
は
、
ビ
ジ
ュ
ア
ル

化
さ
れ
た
プ
ロ
セ
ス
記
述
で
す
。
シ
ス
テ
ム
連

携
の
フ
ロ
ー
を
ビ
ジ
ュ
ア
ル
で
定
義
で
き
、
記

述
さ
れ
た
図
は
、
そ
の
ま
ま
コ
ン
パ
イ
ル
さ
れ

て
「IRIS

」
の
ス
ク
リ
プ
ト
と
し
て
実
行
さ

れ
ま
す
。
4
つ
目
の
特
徴
は
、
豊
富
な
ア
ダ
プ

タ
で
す
。
様
々
な
デ
ー
タ
形
式
や
プ
ロ
ト
コ
ル

に
対
応
し
た
ア
ダ
プ
タ
を
有
し
て
お
り
、
Ｈ
Ｌ

７
や
Ｄ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
と
い
っ
た
医
療
用
の
ア
ダ
プ

タ
も
標
準
装
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

「IRIS

」
は
、
漆
原
氏
、
飯
田
氏
が
講
演
で

述
べ
た
機
能
を
実
現
す
る
た
め
に
必
須
の
ソ
フ

ト
ウ
ェ
ア
で
あ
る
と
自
負
し
て
い
ま
す
。

同セミナーのソリューション開発編Ⅱ「相互運用性／FHIRの実装」は2023年2月9日（木）、ソリューション開発編Ⅲ
「高速データベースとPythonの出会い：データ活用の新しいアプローチ」は4月20日（木）に開催の予定である。
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